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WB 1:500-1:2000,IHC 1:50-1:200,ICC/IF 1:100-1:200,FC 1:50-1:200,IP 1:20-1:50

Calculated MW:85 kDa; Observed MW:85 kDa
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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、ミスマッチ修復エンドヌクレアーゼPMS2とヘテロ二量体を形成し、DNAミスマッチ修復系の一部であるMutLαを形成する。MutLαがMutSβおよびいくつかの補助タンパク質と結合すると、MutLαのPMS2サブユニットがDNAミスマッチ近傍に一本鎖切断を誘導し、エキソヌクレアーゼによる分解の入り口となる。この遺伝子によってコードされるタンパク質はDNA損傷シグナル伝達にも関与しており、DNAミスマッチ修復タンパク質MLH3とヘテロ二量体を形成し、減数分裂に関与するMutLγを形成する。この遺伝子は、遺伝性非ポリポーシス大腸癌（HNPCC）において高頻度に変異する遺伝子座として同定された。[RefSeq提供、2017年8月]
	研究分野
	-
	画像データ
	

	MLH1 ウサギモノクローナル抗体を 1:1000 で使用して、K562、C6、3T3、HeLa 細胞からの抽出物をウェスタン ブロット分析しました。

